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膜 固 定 化 CGTase の カ ッ プ リ ン グ 縦 応
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1 ） 目 的 　 　澱 粉 か ら サ イ ク m デ キ ス ト リ ン （CD 〕 を 生 産 す る 反 応 に お い て は ．酵 素 CGTase

の 環 化 反 瘠 に よ っ て 生 t た CD が ．同 じ 酵
．
素 に よ る 他 の オ リ ゴ 糠 と の 分．干 閥 反 応 （ ヵ ッ ァ

リ ン グ 反 応 ｝ の た め に 減 少 し 、収 串 を 下 げ．る こ と が 問 題 と な る ．そ こ で 水 研 究 で は 、こ の

発 子 周 の ．転 移 反 応 が 起 こ る 条 件 に つ い て ・検 討
．
を 行 っ た の で 報 告 す る 。

2 ） 方 法 　RaclllltS 　 maqer
司

ns 曲・．来 の CGTase を 、ボ リ ス ル ホ ン 系 中 空 糸 状 膜 （ NT
’
E−370 ．臼

策 電 工 製 ） に 圃 定 化 し て
．
反 応 条 件 を 検 討 し た

．。酵 素 固 定 化 量 の 異 な る 膜 を 用 い 、撮 作 庄 力

の 調 整 に よ っ て 基 賀 と 醇 素 の 接 触 時 間
1
を 変 化 さ せ 、定 常 状 態 に お け る 転 移 反 応 の 割 合 を 調

べ た 。糖 の 分．析 は HPLCZ，折 つ た 。

．A ｝ 結 果 　 　 a
−．．CD 、β 」 CD を 基 質 と し て 反 応 し た と こ ろ 、 α

一C
．
．D は β

一C
「
D と

．
オ

リ ゴ 梼 ｛主L ‘こ．．グ ル コ
ース 数 3 以 下 ） 4： ．β

一・・Cn は．α
4qD

と オ
．
リ ゴ 糖 に 転 換 し た 。β

L− Cb

を 基 質
．
と し た

．
場 合 、そ の 剛 合 は 基 質 と 酵 素 の 接 触 時 闇 が 長 く な．る ほ ど 大 き、．く な り 、15 分 で

70 ：の β
一一CD が 溝 減 し 、そ の 内 30X が a − CD に 4QX が オ リ ゴ 糖 と な っ た 。転 移 反 応 の 受

容 休 と し て グ ル コ ース と ？ ル ト
ース を 贋 い ． a − CD の 転 移 反 応 を 穣 討 し 牟 と こ ろ ．グ ル コ

T ス 瞬 容 体 と し た ．方 が 高 い ma　m 率 e．＊ す ご ．と カ‘ Vl　？
た 凋 定 化 量 の X い 酵

．
素 圈 定 膜 で は

転 牌 は 低 く ・、オ ．リ ゴ 糖 は ii　e ．ん ど．生 じ な か ・た ・転 移 反 応 が 起 ζ り
．
や す い 条 件 に 揖 矯

マ ル ト オ リ ゴ ス ク ロ ー ス
．
〔 カ ッ ズ リ．ン グ シ ュ ガ

ー
） の 生 成 反 応 に っ い て も 現 在 検 討 中 で あ

る 。
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ー
に ： よ る セ ロ ビ

オ 点 ス の 酵 崇 的
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・

杷田雅彦 鱗 　、　柏 木 豊、　谷 口 盗 、

佐 々 木堯 1 ＞ ． 目 的 　 現 在 、 セ ・ ビ オ
ー ス は セ ル ・ 一 ス を 部 分 ア セトv シ ス 後・ St

ア セ ．

． ノ ン 化 し て 製 鯲 れ て い る ． 本 研
究

で は 、 セ ル ・ 一 ス か ら 酵
累
的

に セ ・ ビ オ ． r

鋤 瞬 く 生 成 さ す ・ 睦 目 的 とし 、 ・ ・ 1 ・ ・ ． i ・ rie ・ ・ 1 …
の
生齢 ・ 齢 外 酵 素．（ U ・ ビ

　 f ’ ス 鰔 騨 ） と メ ン ブ ラ ン リ ． ア ク タ ー と を 組 合 わ せ て 反
応 粂

の 検 討 を 行？ た 』 2 ） 方 法
　
メ
ン ブ ラ ン リ ア b タ ー 一 は 東 洋 叫 艮 外 濾 過 ＝ ＝ ッ

ト
興 P

3 臥 分 画 分 7 ‘ 92 万 の 限 外 濾過馳付けたも の を用いt 。 ， ・’ ， 糖 化 ｛ “　37 ℃ ． PH6 謁 で 2 ． 4

48 ．時 師 へ 糖 化 液 は 矧 ．^ 連 駒に 抜 出 U ． 抜出し ．
た

羅1 ・ 見 合 う だ け ． リ
ザ

ー ・ S 一 によ

｛ ・ フ ・ 一 を 追 加 し た ・ 糖 化液中 に 含 ま 編 グ ル ・ 一 ス は Lva 定 化 齢 カ ラ ム に 通

せ る ・ と に よ り 除 去し
たt 跡 氤 全榔 ま・ ．y 一

ル ー etm 法 で 、 又 、 グ ・ レ ・ − X ・ セ

ビ オ ー ス
HPLC にて 各 碇 量 し た 。 3 ） 結 果 　 基 質 は パ 。 チ 反 応 に お ・ ・ て

分
解

率 の

も高 か・ た 酸 処 理 セ ル U 一陣 m い t。 ，
基 邸 庭 上 げ て い く ． と ， 5 ％ で lt バ ・ チ 反 応

お い て 生 成 物 阻 害 が か かり ・ 1 ％ の 場 合と比 べ て 、5 ％ Env 分 僻 が
下

が 。 た ヵ ・ ・ ． ・ ． ン

ラ ン リ ア ク タ ー em い た 系 で
は
生 成 物 鵬 を 解 除で き 9 ・ 耀 度 分 解 を ． 行う・ と力 咄 来 た

希 釈率 の 影 響 に つ い てls 　 ・ 分 鰹 は影 蹴 ． 受 け な か ． た が
、
備 釈 串 を 大き く す る ．

グ ル ・ 略 の生 成 は ’ 渕 ・ Vk ， 樹廠 の 組 成 は
セ 。 ビ rt ＿ ス を 主 成 分 と

V
． 微 量 の グ ・

ゴ ー ス を 倉 ん で い た ・ グ ル コ ー ス ば 固 定 化 齢 カ ラ ム を 通過
さ せ る 。 と に よ り 完 全 に 除 表

き 、 セ 卩 ビ オ ー ． ス を 回 収 す る ・ と が 出
来た ・ 醐 獄 農水省 バ 材 マ

ス 変
換

プ
・ ジ ・

ト の 一 環とし．て行・．た・ ω 7 − 1 − v− 2）

贓

勵   Q 匠 Oelltbiose 罅眦ar 肥 R 黴 ゜謄熾血旗o惣ta費♂ VCttalca 幽 曲

cgi， Haji tve　tUg蝋attsd 舳 舗 ⊂ Na 畑 F 圃R 鋤lnsti

辻 e 　 ar ，
d 陶畑【掬蹴

譎 ｮ ，
Sanyo

− 一 鋤p α⊃．， LTD ＋・） N 工工 一


